
令和7年4月現在

【基準値設定済み】

NO. 国・地域 品目 農薬の有効成分
農薬の有効成分

（英語表記）
農薬の種類

1 台湾 アスパラガス ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

2 台湾 いちご フルフェノクスロン Flufenoxuron 殺虫剤

3 台湾 いちご ピフルブミド Pyflubumide 殺ダニ剤

4 台湾 いちご ピリフルキナゾン Pyrifluquinazon 殺虫剤

5 台湾 いちご クロルフェナピル Chlorfenapyr 殺ダニ剤

6 台湾 いちご フルチアニル Flutianil 殺菌剤

7 台湾 いちご アセキノシル Acequinocyl 殺ダニ剤

8 台湾 いちご ピラジフルミド Pyraziflumid 殺菌剤

9 台湾 おうとう ピフルブミド Pyflubumide 殺虫剤

10 台湾 かき ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

11 台湾 かき エチプロール Ethiprole 殺虫剤

12 台湾 かき ピフルブミド pyflubumide 殺虫剤

13 台湾 かぶ ジノテフラン Dinotefuran 殺虫剤

14 台湾 かんきつ ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

15 台湾 かんきつ MCPB MCPB 除草剤

16 台湾 かんきつ ピフルブミド Pyflubumide 殺ダニ剤

17 台湾 かんきつ メチダチオン Methidathion 殺虫剤

18 台湾 かんきつ ピラジフルミド Pyraziflumid 殺菌剤

19 台湾 かんしょ フィプロニル Fipronil 殺虫剤

20 台湾 かんしょ グルホシネート Glufosinate 除草剤

21 台湾 しそ（花穂） ジノテフラン Dinotefuran 殺虫剤

22 台湾 すもも ピリフルキナゾン pyrifluquinazon 殺虫剤

23 台湾 トマト ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

24 台湾 ながいも ミルベメクチン Milbemectin 殺虫剤

25 台湾 なし ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

26 台湾 なし ピフルブミド Pyflubumide 殺ダニ剤

27 台湾 なし フロニカミド Flonicamid 殺虫剤

28 台湾 なし ピラジフルミド Pyraziflumid 殺菌剤

29 台湾 にんじん ホスチアゼート Fosthiazate 殺虫剤

30 台湾 ぶどう アセキノシル Acequinocyl 殺ダニ剤

31 台湾 ぶどう ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

32 台湾 ぶどう メチダチオン Methidathion 殺虫剤

33 台湾 ぶどう ベンチアバリカルブイソプロピル Benthiavalicarb 殺菌剤

34 台湾 ぶどう ピリベンカルブ Pyribencarb 殺菌剤

35 台湾 ぶどう シクラニリプロール Cyclaniliprole 殺虫剤

36 台湾 ぶどう ピラジフルミド Pyraziflumid 殺菌剤

37 台湾 ぶどう ピリフルキナゾン Pyrifluquinazon 殺虫剤

38 台湾 ぶどう ピフルブミド Pyflubumide 殺虫剤

39 台湾 メロン イミシアホス Imicyafos 殺虫剤

40 台湾 メロン フルチアニル Flutianil 殺菌剤

41 台湾 もも ピリベンカルブ Pyribencarb 殺菌剤

42 台湾 もも ピラジフルミド Pyraziflumid 殺菌剤

43 台湾 もも ピフルブミド Pyflubumide 殺ダニ剤

44 台湾 りんご ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

45 台湾 りんご ピフルブミド Pyflubumide 殺ダニ剤

46 台湾 りんご ピコキシストロビン Picoxystrobin 殺菌剤

47 台湾 りんご ピラジフルミド Pyraziflumid 殺菌剤

48 カナダ かんきつ クレソキシムメチル Kresoxim-methyl 殺菌剤

49 米国 かき ジノテフラン Dinotefuran 殺虫剤

50 米国 かき ペンチオピラド Penthiopyrad 殺菌剤

51 米国 かき ジフェノコナゾール Difenoconazole 殺菌剤

52 米国 いちご フロニカミド Flonicamid 殺虫剤

※令和６年度に新たに基準値が設定された農薬の有効成分を赤字で表記

補助事業により支援し残留農薬基準値が設定された農薬の有効成分のリスト

【概要】

・令和６年度までに支援対象とした101件のうち、申請件数84件、基準値設定済み52件。今後も引き続き支援を実施。

・なお、当省が支援した成分ではないが、台湾側輸入検査において、日本産いちごで基準値超過事例の多かった
「フロニカミド」についても基準値が設定（0.01ppm→0.7ppm）された。
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